
平成27年度 関東女子ミッドアマチュアゴルフ選手権決勝競技
組み合わせ及びスタート時間表 於：スプリングフィルズゴルフクラブ

(第1ラウンド　18ホール・ストロークプレー) 参加者数　135名
1番よりスタート 10番よりスタート
組 時間 　 氏名 所属 組 時間 氏名 所属 組 時間 氏名 所属 組 時間 氏名 所属

小森 幸恵 ファイブエイト 飯野 弘美 皆川城 安藤 公美 グレンオークス 堀 美樹 木更津

高後 富美江 富士平原 田中 真弓 成田東 小林 清美 総武 平野 いずみ 南摩城

吉田 茜 姉ヶ崎 竹田 ひろ子 東京 村上 美佳 鷹 新保 美樹 新千葉

手塚 さおり 立科 鈴木 佐知子 京 原木 一二三 大厚木

野尻 ゆかり セゴビア 田谷 千秋 平塚富士見 松山 奈津江 鹿沼72 成澤 美保 大厚木

金 美惠 セントラル 関根 奈穂美 セントラル 小田倉 富士子 芳賀 石井 由紀子 ワンウェイ

信戸 香代 東松山 中村 英美 栃木ヶ丘 鈴木 瑞枝 東京カントリー 田中 慈子 湘南シーサイド

藤原 聡子 ニッソー 上野 千鶴 ゴールデンレイクス 宮崎 優子 小田原･松田 和田 朋子 ノーザン錦ヶ原

加藤 由紀子 富里 平林 治子 都留 細野 ハヅ季 沼津 岩井 絵里 東千葉

長瀬 万寿 東京 松尾 律子 ギャツビイ 荒木 幸恵 大厚木 島田 圭子 メイフラワー

夏山 ルイ セゴビア 梶谷 春美 カレドニアン 金子 弥生 相模原 遠藤 睦子 カレドニアン

小菅 佐智子 秦野 南雲 真理 箱根 照井 久美 石坂 塩谷 仁美 中津川

小山 純子 日高 栗田 いずみ 秦野 古川 侑杏 土浦 大畠 恵子 中津川

落合 美詠子 ニッソー 本宮 あゆみ ニッソー 内藤 圭子 ノーザン錦ヶ原 金 キョンジャ 富士チサン

古澤 久絵 武蔵松山 鈴木 智子 東京湾 奥山 ゆかり ゴルフ5・サニーフィールド 庄司 春美 都留

尾畑 満紀子 三島 君島 実幸 スプリングフィルズ 清水 かおり 八王子 菊地 純子 鹿島の杜

黒木 蘭 東京湾 川勝 美紀 小田原･松田 笹生 重子 浜野 川村 恵美子 津久井湖

松山 菜穂子 習志野 倉田 夕子 東京カントリー 加藤 理刈 平塚富士見 秋元 喜美代 石坂

小岩 由加里 クリアビュー 小林 かおり 武蔵 岸 優子 大秦野 佐藤 綺芳 水戸

山口 加津子 相模原 鏑木 友子 成田東 飛鳥井 友理子 清川 安東 二子 新千葉

松宮 由季 総武 山口 惠子 ブリック＆ウッド 上野 美恵子 裾野 小川 真実 オリムピック

谷口 千栄子 大相模 進藤 美恵子 鷹之台 菅野 朋子 アスレチック 本田 伊佐子 高根

森 美華 船橋 馬場 由美 習志野 田崎 史子 新宇都宮 三村 彩子 成田GC

小川原 秋 豊科 坂本 なおみ 総武 梨本 れいこ 大相模 尾崎 博子 太平洋・佐野ヒルクレスト

松本 啓子 武蔵 田中 博子 ツインレイクス 吉田 薫 鶴舞 長野 美代子 新千葉

佐々木 紫 彩の森 落合 麻紀 津久井湖 折茂 由美子 鹿沼 金井 佳代 青梅

川森 里菜 霞ヶ関 小川 志緒 川越 笹貫 白根 横浜 芦澤 麻衣 藤ヶ谷

高橋 依巳 GMG八王子 松本 京子 鳩山 伊藤 るみ 習志野 山口 久美 東京湾

角田 里子 鹿沼 岡田 美智子 つくばね 川上 環 ユニオンエース 澤邊 真由美 桜

村上 喜代子 京 堀江 美奈子 入間 西山 里子 大熱海国際 鈴木 輝子 霞ヶ関

松沢 浩子 太田双葉 松木 麻子 中条 鈴木 郁子 鹿沼 石井 紀江 東名

安岡 美香 東千葉 林 香里 河口湖 増田 京子 筑波 仁保 美和子 京

葉山 容子 大秦野 横山 初枝 岡部チサン

細田 有里 オリムピック 畑中 朝子 東京湾

門田 和枝 新千葉 山中 通子 ブリック＆ウッド

耕田 千秋 桜 松原 元美 富士

競技委員長 　内藤正幸
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平成 27 年度 関東女子ミッドアマチュアゴルフ選手権決勝競技 
 

開 催 日 ：10 月 19 日(月)20 日（火） 
開催コース ：スプリングフィルズゴルフクラブ 
 
本競技は日本ゴルフ協会発行のゴルフ規則とこのローカルルールと競技の条件を適用する。 
本書に記載の無い事項や追加変更がある場合は競技規定やプレーヤーへの通知文書、または競技会場での

掲示物に掲載されるので必ず参照すること。 
ゴルフ規則によって別に定められている場合や本書に罰が記載されている場合を除き、このローカルルールと

競技の条件の違反の罰は、「2 打」とする。 
 

ローカルルール 

 
1. アウトオブバウンズ(規則 27-1) 

アウトオブバウンズの境界は白杭をもって標示する。 
2. ウォーターハザード、ラテラル・ウォーターハザード(規則 26-1) 

ウォーターハザードは黄杭または黄線、ラテラル・ウォーターハザードは赤杭または赤線をもってその限界を

標示する。線と杭が併用されている場合は線がその限界を標示する。 
3. 修理地(規則 25-1) 

修理地は青杭を立て、白線をもってその限界を定める。ただし、次のものを含む。 
パッティンググリーンの前後のペイントマークを含み、スルーザグリーンの芝草を短く刈った区域にあるヤー 
デージマーキングペイント(スタンスへの障害は除く)。 

4. 動かせない障害物(規則 24-2) 
(a) 排水溝 
(b) 人工の表面を持つ道路に接した排水溝(その道路の一部とみなす) 
(c) 動かせない障害物と白線でつながれている区域(その動かせない障害物の一部とみなす) 

5. コースと不可分の部分 
ウォーターハザード内にある人工の壁や杭でできた構造物。 

6. 防球ネット 
7 番ホールと 8 番ホールの間にある防球ネットに球が近接しているためにスタンスや、意図するスイングの区

域の妨げになる場合、規則 24-2b(i)により処置するときは、その障害物の中や下を通さずに救済のニヤレス

トポイントを決めなければならない。 
7. 指定ドロップ区域 

12 番ホールパッティンググリーン奥の修理地から救済を受ける場合、次のいずれかの処置をとることができ

る。 
(a) 規則 25-1b(i)に基づく処置 
(b) 追加の選択肢として罰なしにその球を指定ドロップ区域にドロップ(付属規則 I(B)8 を適用する。ゴルフ 

規則 172 ページ参照) 
8. 全面修理中のバンカー 

10 番及び 13 番ホールの修理地の標示のあるバンカー(全面修理中のバンカー)から救済を受ける場合、次

のいずれかの処置をとることができる。 
(a) 規則 25-1b(i)に基づく処置 
(b) 追加の選択肢として罰なしに球を指定ドロップ区域にドロップ(付属規則 I(B)8 を適用する。ゴルフ規則 

172 ページ参照) 
距離表  

Hole No. 1 2 3 4 5 6 7 8 9 OUT

Yards 369 370 485 358 363 162 338 159 488 3092

Par 4 4 5 4 4 3 4 3 5 36

10 11 12 13 14 15 16 17 18 IN TOTAL

355 145 344 373 129 353 523 334 472 3028 6120

4 3 4 4 3 4 5 4 5 36 72



競技の条件 

1. 参加資格 
プレーヤーは競技規定に定められた参加資格を満たさなければならない。 

2. 委員会の裁定 
委員会は競技の条件を修正する権限を有し、すべての事柄について、この委員会の裁定は最終である。 

3. 使用クラブの規格 
(a) 『適合ドライバーヘッドリストの条件・付属規則 I(C)1a』を適用する(ゴルフ規則 174 ページ参照)。 
(b) 溝とパンチマークの規格 

『2010 年 1 月 1 日施行の溝とパンチマークの仕様とその競技の条件』(裁定 4-1/1)を適用する(付属規

則Ⅱ5c 注 2 ゴルフ規則 199 ページ参照、裁定 4-1/1 ゴルフ規則裁定集 76 ページ参照)。 
4. 使用球の規格 

『公認球リストの条件・付属規則 I(C)1b』を適用する(ゴルフ規則 175 ページ参照)。 
5. ゴルフシューズ 

正規のラウンド中、プレーヤーが金属製・セラミック製、または委員会がそれと同等と認めた鋲を有するゴル

フシューズを使用することを禁止する。この条件の違反の罰は競技失格。 
6. プレーの中断と再開 

(1) 通常のプレーの中断(落雷などの危険を伴わない気象状況)については、規則 6-8b､c､d に従って処置

すること。 
(2) 険悪な気象状況にあるため、委員会の決定によりプレー中断となった場合、同じ組のプレーヤー全員が

ホールとホールの間にいたときは、各プレーヤーは委員会よりプレー再開の指示が出るまでプレーを再

開してはならない。1 ホールのプレーの途中であったときは、各プレーヤーはすぐにプレーを中断しなけ

ればならず、そのあと、委員会よりプレー再開の指示が出るまでプレーを再開してはならない。プレーヤ

ーがすぐにプレーを中断しなかったときは、規則 33-7 に決められているような罰を免除する正当な事情

がなければ、そのプレーヤーは競技失格となる。 
険悪な状況による中断中は、委員会がオープンと宣言するまで、すべての練習施設はクローズとなる。

クローズとなった練習施設で練習しているプレーヤーは練習を止めるように要請される。その要請に従

わなかった場合、参加を取消しとすることがある。 
(3) プレーの中断と再開の合図について 

通常のプレー中断 ：短いサイレンを繰り返して通報する。 
険悪な気象状況による即時中断 ：1 回の長いサイレンを鳴らして通報する。 
プレーの再開 ：1 回の長いサイレンを鳴らして通報する。 
 
  と同時に、本部より競技委員を通じてプレーヤーに連絡する。 

7. 練習 
ホールとホールの間での練習を禁止する(規則 7-2 注 2)『付属規則 I(C)5b』(ゴルフ規則 179 ページ参照)。 

8. キャディー(規則 6-4 注) 
正規のラウンド中、プレーヤーが委員会によって指定された者以外をキャディーとして使用することを禁止

する。この条件の違反の罰は『付属規則 I(C)2』を適用する(ゴルフ規則 177 ページ参照)。 
9. 競技終了時点 

競技委員長の成績発表がなされた時点をもって終了したものとみなす。 
 

注意事項 

 
1. 競技の条件 5 項において規制されるシューズ以外でもパッティンググリーンに著しく損傷を与えるシューズは

使用禁止とすることがある。 
2. 競技委員会は競技中を含めいつでも、出場にふさわしくないと判断したプレーヤーの参加資格を取り消すこ

とができる。 
3. 打放し練習場においては備付けの球を使用し、スタート前の練習は 1 人 1 コイン(20 球)を限度とする。 
4. アプローチ・バンカー練習場においては自己の球を使用し、スタート前の練習は 1 人 5 球を限度とする。 

 
競技委員長 内藤正幸 



平成 27 年度関東女子ミッドアマチュアゴルフ選手権決勝競技 

(スプリングフィルズゴルフクラブ) 

出場選手  各位 

1. 第 1 位がタイの場合は、即日委員会の指定するホールにおいてホールバイホールのプレーオフを行い優

勝者を決定する。なお、3 名以上でプレーオフが行われる場合、優勝者以外のプレーヤーは 2 位タイとす

る。 
2. 欠場者があった場合、組み合わせ及びスタート時間を変更することがある。 
3. 指定練習日は 10 月 13 日、14 日、15 日、16 日の 4 日間とし、1 人 2 日までとする(2 日間とも会員並み扱

い)。予約等の連絡は必ず開催倶楽部へ行うこと。予約は各日前日まで受け付ける。指定練習日は、1 ラウ

ンド限定とし、2 球以上のプレーは禁止する(違反した場合は出場停止とする場合がある)。また、選手のみ

で一般プレーヤーの同伴は認めない。 
4. クラブハウス、食堂、練習場は 6:00 にオープンする。 
5. 欠場する場合は KGA 事務局(03-6278-0005)または、スプリングフィルズゴルフクラブ(0296-57-9811)に

連絡すること。無断欠場の場合は本年度 KGA 主催競技及び来年度本競技の出場を停止する。 
6. 本競技の上位 45 名までの者に本年度日本女子ミッドアマチュアゴルフ選手権競技(11 月 19 日～20 日 

ザ・クイーンズヒルゴルフクラブ)への出場資格を付与する。通過者にタイが生じた場合は、最終ラウンドのス

コアを比較し成績のよいプレーヤーを通過者とする。それでも決まらない場合はマッチング・スコアカード方

式により決定する。それでもなお、決まらない場合は 18 番ホールよりのカウントバックとする。なお、18 番ホ

ールよりのカウントバックでも決定しない場合は、「当該の委員会によるくじ引き」で決定する。欠場者が生じ

ても次位の者は繰り上げない。また、シード選手が上位 45 名に入った場合でも次位の者は繰り上げない。 
[マッチング・スコアカード方式] 
最終 9 ホール(No.10～No.18)の合計スコア、6 ホール(No.13～No.18)の合計スコア、3 ホール(No.16～

No.18)の合計スコアの順で決定し、なお決定しない場合は 18 番ホールのスコアで決定する。 
7. 口径 9.5 インチ以下のキャディーバッグの使用を推奨する。 
8. メタルスパイクの使用は禁止とする。 
9. 打放し練習場及びアプローチ・バンカー練習場とも最終組ホールアウト時刻の 30 分後まで使用することが

できる。（スタート前のアプローチ・バンカー練習場は自己の球を使用し 1 人 5 球を限度とする。） 
10. クラブハウス入場時は上着を着用すること。 
11. コース内での携帯電話・多機能機器の使用は禁止とする(ただし、ゴルフ規則裁定集 14-3/18 で許される範

囲の使用を除く)。クラブハウス内での使用はマスター室前と駐車場のみとする。 
12. ロッカールーム内での飲食は禁止とする。 
13. 精算は各日行うこと。2 日間同じロッカーは使用できないので、ロッカーに荷物を置いて帰らないこと。 
14. キャディーバッグは、倶楽部では原則預からないので各自持ち帰ること。 
15. ギャラリーのコース内入場は1番10番ティーインググラウンド周辺及び9番18番グリーン周辺のみとする。ク

ラブハウスには入場することができるが必ずギャラリー受付にて受け付けを行うこと。また、ギャラリーの食堂

の利用は現金精算とする。 
16. クラブバスは運行しない。 
17. コース内売店は自動販売機での対応となっております。 
※悪天候による中止等、競技に関する情報は KGA ホームページに掲載します。 


